
育てよう、家から村から花の郷土

警

叢

’謎
釜

勘　　　・

’

、

要　・

牧水ゆかりの地に

幕別町長が生家を訪問

離
田躁

　ゐ’／’が歴

　暫蔚窟
鴇轟霊
年脚’y畠

官
（
魂

窟
v

甘
，

ぴ
’

ぎ
ぜ…

隻
、

一、

h．　
　
甘

糟
ゴ

　
’
　
“
ヰ

　
鼻
（
甲

塒

触
、

毒
餅

　10月14日、大石幕別町長か来濡

し、牧水生家を訪問しました．

　本町と北海道中川郡幕別町は、

牧水先生の歌碑かとうもつ縁て、

昭和49年2月越友好町（姉妹町）

として提携する盟約を結び、これ

までに、両町青年の交流を図るな

と各分野にわいて友情と理解を深

めてきました

　両町は、日本列島の北と南に位

置し、地勢、気候、風土に著しい

違hかありますか、それぞれ開発

の途上にあって自然を保護し、困j

民の福祉向上を基調とした町つく

’）を進めています。

　牧水生家と記念館を、みれた大石

町長と職員2名は、二瀬助役の案

内で記念館内の展示品を参観した

あと、かすみたなびく尾鈴連山を

感慨深デになかめていました．

　幕別町長の来町は初めてのこと

てあり、膨れを契機に、両町間の

反好親善の気運は、きらに高まる

ものと思われます。

昭和53年　11月号第329号
幾山河こえさり行かは寂しさの

はてなむ国そげがも旅ゆく
発行東郷町役場・編集’企画開発課

牧　水
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町
民
体
育
大
会
吉
果

　
第
十
・
へ
回
町
民
体
ム
日
大
会
が
十
日
三
　

十
二
日
、
町
総
合
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ

各
種
目
に
好
記
録
が
続
出
し
ま
し
た

　
当
日
は
、
竿
前
へ
時
一
．
∵
†
分
か
ら
開

会
式
が
二
わ
れ
、
田
旗
、
町
旗
．
の
掲
揚
、

優
勝
旗
、
優
勝
「
杯
が
返
納
き
れ
た
あ
と
、

木
村
誠
大
会
会
長
、
．
、
甲
鶴
男
大
会
運

営
委
員
長
が
あ
い
さ
つ
、
八
重
原
の
奈

須
ツ
ギ
エ
選
丁
が
宣
誓
、
幼
稚
園
児
と

母
親
．
の
遊
戯
に
引
、
㍉
．
・
つ
づ
｝
・
・
、
園
児
の

六
・
†
メ
ー
ト
ル
馳
、
葺
か
・
つ
晒
国
技
る
・
開
始

し
ま
し
た
．
．

　
本
町
の
ス
ホ
：
ツ
ン
ベ
・
は
高
く
、

八
月
の
乱
民
佐
h
育
大
．
一
で
は
、
総
合
優

勝
、
女
子
が
二
、
．
勝
、
男
子
が
一
二
位
に

入
賞
し
た
ほ
か
、
九
月
の
県
青
隼
穴
会

で
は
、
東
臼
杵
，
宰
：
ム
と
と
、
陸
上
、

柔
道
、
相
撲
、
ワ
っ
ト
ボ
：
㌧
に
参
加

し
て
、
女
郵
二
百
昌
、
女
．
子
四
百
∵
ロ

レ
ー
、
男
》
ナ
ソ
【
．
－
、
に
亭
ー
ル
に
優
勝
、

女
子
二
百
い
で
優
勝
し
た
山
斗
有
子
エ
．
、

ん
（
下
渡
川
）
が
、
川
目
行
わ
れ
る
全

国
大
会
に
出
場
が
決
定
す
．
る
な
ど
日
ゾ
・
－

ま
し
い
躍
進
を
と
げ
て
い
ま
す
．
、

　
ム
コ
⊥
八
A
試
ゆ
ρ
、
　
昨
・
托
」
磐
卜
』
回
目
ゆ
Q
新
記
姓
示

「
フ
ツ
シ
ユ
叫
」
、
田
刀
マ
r
で
日
、
．
二
十
六
「
監
～

二
⊥
一
九
戚
、
一
周
一
般
、
詫
人
り
別
リ
レ
…
、

走
幅
跳
高
校
生
、
女
子
百
．
中
学
高
校

生
、
同
一
般
二
十
五
歳
以
下
、
同
一
一
．
十

二
～
三
⊥
1
四
叢
、
年
令
別
跨
．
ン
；
、
走

高
跳
中
学
生
、
同
一
般
、
走
幅
跳
中
学

生
、
同
一
般
、
砲
丸
投
中
学
宝
、
鞍
場

対
㌦
抗
リ
ン
：
の
」
祀
．
ゑ
が
斑
漸
ン
．
、
れ
、
な

　
　
　
条

か
で
・
・
一
・
中
学
生
∂
走
幅
跳
で
は
、
．
三
位

ま
で
が
記
，
到
を
更
．
新
す
る
と
い
う
す
ば

ら
し
い
結
果
で
し
た
．
．

　
各
種
目
ご
と
の
成
績
は
、
つ
ぎ
．
の
と

お
■
で
す
．

【
男
子
】

　
▼
百
メ
ー
ト
ル

　
一
・
中
学
高
校
生
一
－
寺
原
秀
基
（
羽
）
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b
5
　
三
小
林
輩
、
明
（
福
＞
／
3
秒
1

　
．
・
り
寺
原
康
隆
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」
1
3
秒
3
　
．
∴

般
二
十
五
黄
2
／
下
．
－
寺
田
誠
二
（
　
ノ

袋
野
博
（
袷
㌔
1
2
秒
3
　
々
イ
記
い
．
．
野

．
・
・
海
野
傑
（
寺
）
1
2
秒
8
　
［
・
二
十
六

栽
～
二
十
九
　
．
－
．
福
谷
集
（
鶴
）
1
2
秒

2
　
新
記
録
　
9
林
孝
雄
（
島
）
1
2
秒

7
タ
／
．
記
録
零
林
正
美
（
崔
）
1
2

秒
8
　
「
・
三
十
寂
～
三
十
四
歳
．
－
．
仁
旧

弘
幸
（
福
）
1
2
秒
4
々
．
イ
記
録
一
2

海
野
修
一
（
小
）
1
2
秒
6
　
零
福
良
仁

一
（
小
）
／
2
秒
8
　
．
．
三
＋
－
五
歳
～
三

十
九
歳
－
窃
木
洋
征
（
福
）
1
3
秒
4

．
ご
4
4
林
m
田
険
隔
鮒
郡
　
（
　
　
㌧
　
柳
円
凹
憲
　
一
郎
〔
小
）

13

b
8
　
㌃
四
十
哉
～
四
十
四
歳
1
小

林
喜
三
（
小
）
1
3
秒
7
…
日
田
久
二

男
（
福
）
1
3
砂
δ
　
言
都
甲
祐
吉
（
小
）

幡
秒
9
［
匹
＋
五
歳
～
四
＋
九
戴
－

富
山
勲
（
坪
）
1
4
秒
3
　
一
2
．
寺
原
和
正

（
蓼
徊
秒
4
膏
関
野
早
見
（
福
）

15

b
0
　
一
・
五
十
歳
以
ヒ
ー
東
村
吉
市

〔
小
）
1
5
秒
3
一
・
・
望
楼
．
．
我
秋
（
寺
）

衛
藤
州
ジ
〔
，
）
1
5
秒
5

　
▼
二
百
メ
ー
ト
ル

　
．
・
中
学
高
校
牛
．
1
懸
絶
弗
ト
．
．
．
£
こ

一
等
だ
バ
ン
ザ
ー
イ

25

ｻ
6
　
ご
塩
月
宏
明
（
福
）
2
5
秒
8

　
　
β
寺
原
臣
昭
（
田
）
2
6
．
惨
3
　
　
二

般
ゴ
寺
田
誠
一
一
（
鶴
）
2
4
秒
4
　
新
記

録
　
三
福
谷
野
（
，
．
，
）
2
4
秒
6
　
タ
イ

記
録
　
3
福
良
信
一
（
小
）
2
6
秒
1

　
▼
千
五
百
メ
ー
ト
ル

　
．
－
一
由
省
二
（
臣
）
4
分
5
5
秒
4

　
．
リ
一
橋
口
五
輪
男
（
羽
）
5
分
0
秒
2

　
読
池
田
．
平
庭
（
迫
）
5
分
1
秒
8

　
▼
五
手
メ
ー
ト
ル

　
一
．
池
田
平
美
〔
迫
）
1
7
分
3
3
秒
3

　
・
リ
，
．
海
野
傑
（
寺
）
1
8
分
1
1
秒
0

　
［
3
菊
谷
正
照
（
越
下
）
／
8
分
1
8
秒
0

　
▼
八
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

　
．
－
♂
　
野
内
1
分
4
2
秒
7
一
・
・
仲
深
1

分
4
6
秒
8
　
3
寺
迫
1
分
駈
秒
8

　
▼
年
令
別
リ
レ
ー

　
一
1
．
福
瀬
2
分
1
5
秒
3
　
新
記
録

　
・
・
小
野
田
2
分
1
7
砂
5

　
．
・
　
蜀
内
2
分
2
2
移
0
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▼
俵
運
び
リ
レ
ー

　
1
寺
迫
1
分
2
5
砂
1
　
②
小
野
田
1

冠
2
8
秒
8
　
一
5
羽
坂
1
分
2
9
秒
0

　
▼
走
高
跳

　
7
中
学
生
一
－
河
野
透
（
福
）
1
加
5
6

　
邑
大
野
靖
文
（
坪
）
1
耀
4
5
三
局

校
生
．
－
．
寺
原
康
夫
（
鶴
）
1
班
4
5
　
◎

黒
木
光
一
（
追
）
1
〃
4
5
　
〔
3
．
寺
原
正

伸
（
羽
）
1
翔
4
5
∵
一
般
ユ
三
瀬
太

（
小
）
1
〃
6
2
　
⑫
三
浦
保
孝
（
坪
）

1
班
5
9
言
小
川
勝
正
鶴
）
1
〃
5
6

　
▼
走
幅
跳

　
［
・
中
学
生
了
河
野
元
美
（
謹
呈
）
4

班
8
6
三
植
野
京
二
（
寺
）
4
刑
7
4

．
3
新
野
功
治
（
越
下
）
4
卿
7
0
　
一
．
高

校
生
－
寺
原
昌
昭
（
田
）
5
卿
6
2
新

記
録
　
．
・
・
寺
原
秀
基
（
羽
）
5
規
5
6
、
・

　
　
　
　
　
一
』
．
＼
』
．
『
』
」
．
一
．
　
　
　
4
1
2

新
記
録
　
［
3
d
聴
仁
獄
（
越
下
）

距
　
一
二
般
丁
鈴
野
浅
夫
（
鶴
）

74

@
．
・
・
林
孝
堆
へ
「
，
．
）
5
川
3
9

野
修
一
（
小
）
5
川
2
5

　
　
　
　
　
俵
運
び
リ
レ
ー

　
　
　
　
　
・
翫
卿
F
ッ
寮
ぞ
、

　
、
静
噸
煮
三

戸
蝋
　
識
、
畷
『
＝
　
　
ガ

　
　
欝
・

三
熱、

黶D

　　

M
重

口
0
1
1

一
3
．
海

　
▼
砲
丸
投

　
7
中
学
生
f
佐
藤
邦
義
（
坪
）
9
川

83

瘟
ﾌ
津
説
雄
（
迫
）
9
班
6
4
〔
3
．

甲
斐
吉
弘
（
越
下
）
9
加
蕊
　
「
、
、
高
校

生
！
黒
木
正
彦
（
坪
）
1
1
鋭
3
9
　
（
↓
T
）
黒

木
一
男
（
越
下
）
1
0
溜
5
2
冨
三
浦
昇

一
（
田
）
1
0
川
2
5
　
　
二
般
二
十
歳
代

丁
．
小
田
勝
正
（
鶴
）
1
1
班
3
3
　
曾
橋
口

博
文
（
寺
）
1
1
規
0
　
璽
黒
木
忠
雄

（
迫
）
1
0
挽
0
　
［
・
三
十
歳
代
丁
．
田
辺

二
三
（
福
）
1
2
加
9
8
　
！
黒
木
三
郎

（
小
）
1
0
班
7
3
　
．
3
．
河
野
輝
幸
（
已
下
）

10

ﾇ
6
0
　
7
四
十
歳
以
上
一
－
寺
田
紋
太

郎
（
鶴
）
個
班
8
6
す
一
．
都
甲
義
典
（
小
）
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�
V
5
　
冨
黒
田
忠
義
（
田
）
1
1
加
5
6

【
女
．
子
】

　
▼
百
メ
ー
ト
ル

　
▽
中
学
高
校
生
．
4
寺
原
光
代
（
羽
）

14

b
1
　
新
記
録
　
つ
・
・
凹
田
勝
代
（
鶴
）
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b
2
タ
イ
記
録
・
3
直
野
み
か

（
福
）
1
4
秒
4
　
［
∵
一
般
二
十
五
歳
以

下
丁
臥
床
有
子
（
越
下
）
1
3
秒
7
　
新

記
録
　
（
2
一
木
村
逸
子
（
小
）
1
4
秒
8

β
池
田
幸
代
（
小
）
1
4
秒
9
　
…
、
「
二
十

六
歳
～
二
十
九
歳
丁
那
須
則
子
（
小
）
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b
1
　
曾
直
野
チ
等
ト
（
福
）
1
6
秒

6
　
　
β
市
成
ヤ
ス
子
（
越
下
）
原
田
ト

ミ
子
（
福
）
1
7
秒
1
　
∵
三
十
歳
～
三

十
四
歳
－
一
奈
須
ツ
ギ
エ
（
八
）
1
5
秒
2

　
新
記
録
　
玄
小
松
千
鶴
子
（
窪
）
1
6

秒
7
　
3
佐
藤
康
子
（
迫
）
1
6
秒
8

［
∴
二
十
五
歳
～
三
十
九
歳
f
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藤
崎
［
円
子
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八
）
1
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秒
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黒
木
千
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寺
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9
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長
渡
あ
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（
福
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秒
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四
十
歳
～
四
十
四
歳
．
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寺
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秒
3
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岩
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仲
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∵
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②
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鶴
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f
鶴
野
内
1
分
5
7
秒
9
　
［
2
一
迫
1

分
5
8
秒
4
　
喜
越
長
・
下
渡
弔
1
分
5
9

秒
0

　
▼
職
場
対
抗
リ
レ
ー

　
．
－
．
日
向
農
協
東
郷
支
店
4
9
秒
0
．
．
新

記
録
　
．
二
山
陰
郵
便
局
5
0
秒
5
．
新
記

録
　
ぎ
役
場
5
1
秒
0

【
成
績
】

　
f
鴎
野
内
　
量
小
野
田
　
三
福
瀬

デ
ッ
ド
ヒ
ー
ト

豊一嘉．
．替
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町報とうこう

こ
れ
が
長
生
き
の
秘
け
つ

　
昨
年
に
つ
づ
い
て
今
年
度
も
高
令
嗣

学
級
が
開
か
れ
て
い
ま
す
か
、
九
月
の

学
級
で
【
私
の
体
験
や
意
見
｝
を
テ
：

マ
に
発
表
学
習
が
中
央
学
級
て
行
わ
れ

ま
し
た
の
て
、
今
月
号
と
来
月
号
の
二

回
に
わ
た
り
、
発
表
原
稿
に
よ
っ
て
掲

載
し
ま
す

　
学
級
は
、
町
内
を
三
地
区
に
分
け
、

寺
迫
地
区
、
中
央
地
区
（
下
等
、
小
野

田
、
鶴
野
内
、
迫
野
内
、
八
重
原
、
田

話寸の

田村平吉福寿会

私
融

　
ク
ラ
ブ
の

学
級
の
始
め

こ
ろ
に
、
北

川
町
の
島
田

会
長
や
東
郷

町
の
ク
ラ
ブ

の
役
員
さ
ん

な
ど
い
ろ
い

ろ
話
し
合
い

を
し
た
こ
と

か
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
う

ち
で
印
象
に

残
っ
た
の
は

や
は
り
「
、
健

康
と
琶
人
の

役
割
」
と
い

う
こ
と
で
し

た
．　

乗
郷
町
の

野
、
羽
坂
）
、
坪
谷
地
区
（
仲
深
、
坪

谷
、
越
表
、
下
渡
川
）
の
各
地
区
て
熱

心
な
盾
動
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す

　
出
席
率
も
非
常
に
よ
く
、
毎
回
九
十

％
以
上
で
、
指
導
す
る
教
育
委
員
会
の

担
当
職
・
貝
も
［
元
気
が
よ
く
て
気
合
負

け
し
そ
う
　
　
と
、
う
れ
し
い
悲
鳴
を

あ
げ
て
い
ま
す

　
各
家
庭
で
も
こ
れ
ま
て
以
上
に
学
級

に
対
す
る
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

、

現
状
も
、
老
人
か
一
家
の
柱
と
な
っ
て

い
る
世
帯
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

基
本
は
な
ん
と
言
っ
て
も
達
者
て
あ
る

こ
と
で
す
。

　
私
は
前
に
老
人
大
学
て
指
導
を
受
け

た
体
操
を
毎
日
実
行
し
て
一
日
も
休
ま

な
い
で
つ
づ
け
て
い
ま
す
が
、
こ
の
席

て
実
演
し
て
皆
さ
ん
に
是
非
と
も
や
一
．

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す

　
（
ま
げ
の
ば
し
体
操
の
実
演
）

　
身
体
を
動
か
す
こ
と
の
大
事
な
こ
と

は
命
の
つ
な
で
あ
る
こ
と
を
今
度
は
、

ば
あ
さ
ん
の
病
気
で
も
知
る
こ
と
か
て

き
ま
し
た
．

　
百
日
く
ら
い
に
な
、
ま
す
が
、
卒
中

で
半
身
不
随
に
な
り
ま
し
た
．
医
師
も

動
く
こ
と
を
す
す
め
ら
れ
、
私
も
自
分

の
体
操
の
経
験
を
生
か
し
て
一
生
げ
ん

め
い
に
ま
げ
の
ぼ
し
の
体
操
を
応
用
し

た
と
こ
ら
、
大
変
に
効
い
て
医
師
も
一
、
）

’．

ｭ
り
す
る
ほ
と
に
回
復
し
ま
し
た

　
個
人
の
差
は
あ
っ
て
も
、
私
共
は
す

す
ん
て
こ
の
身
体
の
【
ま
げ
の
ば
し
体

操
」
を
応
用
し
て
健
康
保
持
に
つ
と
め

る
こ
と
が
長
生
》
、
の
コ
ソ
で
は
な
い
か

と
思
い
皆
聾
・
・
ん
に
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
今
一
つ
は
精
神
力
の
こ
と
て
す
　
私

は
戦
争
中
に
延
岡
火
薬
1
場
の
■
長
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
最
も
危
険
な
工
場

て
激
し
い
空
襲
を
受
サ
た
時
の
こ
と
は

忘
れ
る
こ
と
は
て
き
ま
せ
ん

　
当
時
、
家
内
は
旭
化
成
工
場
に
勤
務

し
て
い
ま
し
た
し
、
私
は
現
場
の
整
備

て
決
死
の
覚
悟
て
し
た
。

　
爆
撃
て
火
薬
工
場
は
全
焼
し
て
し
ま

い
ま
し
た
か
、
さ
ら
に
悲
惨
な
こ
と
は

防
空
壕
か
家
の
中
に
あ
っ
た
の
て
死
傷

者
か
多
数
で
た
こ
と
て
す
．
焼
跡
の
異

様
な
臭
気
は
今
思
い
出
し
て
も
ノ
ノ
と

し
ま
す
．
．

　
勇
気
を
奮
い
起
こ
し
て
救
助
盾
動
も

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
精
神
力
に
支
え

ら
れ
て
敗
戦
後
の
7
4
し
み
に
も
耐
え
て

子
供
た
ち
も
育
て
、
今
日
の
自
分
た
ち

の
基
礎
つ
く
う
も
し
た
の
て
す

　
皆
さ
ん
と
共
に
こ
れ
か
ら
も
ま
ぜ
ま

ぜ
か
ん
ば
り
ま
す

〃
一
“
一
　
ξ
r
壌
一
　
　
一
～
　
～
　
　
一
　
　
　
　
　
r
　
　
　
　
輩
や
昏
　
評
ー
ゾ

私
の
辿
っ
た
道

田
野
長
生
会
　
高
原
信
行

　
私
の
辿
っ
て
き
た
道
と
考
え
カ
を
叩

リ
カ
ラ
ハ
チ
て
す
か
お
話
し
し
ま
す

　
誰
で
も
経
験
し
た
よ
う
に
人
と
し
て

の
社
会
上
の
認
識
を
も
っ
た
の
は
十
八

、
九
歳
頃
で
し
た

　
当
時
日
本
は
人
口
八
千
万
、
宮
崎
県

七
十
万
（
大
正
十
三
年
頃
）
て
産
め
よ

殖
せ
よ
の
時
代
て
す
．
国
の
施
策
て
海

外
移
民
が
奨
励
さ
れ
て
い
て
、
私
も
南

方
の
柳
田
春
男
と
い
う
友
人
と
ブ
ラ
ノ

ル
移
住
を
計
画
し
、
県
の
平
田
担
当
官

こ
願
【
出
し
ま
し
た
　
親
の
承
諾
か
要

q
て
し
七
か
、
k
男
の
た
み
親
父
の
嬉

し
は
と
う
し
て
も
得
ら
れ
ず
結
局
、
当

時
の
忠
君
愛
国
父
母
孝
行
の
社
会
、
道

徳
観
、
家
族
制
霞
の
中
か
ら
の
脱
出
は

て
き
ま
せ
ん
て
し
た

　
西
郷
村
山
一
ニ
ケ
の
・
田
間
へ
萎
ご
地
て
、

自
分
の
将
来
へ
の
希
望
を
と
こ
に
求
め

る
へ
き
か
悩
み
ま
し
た

　
由
円
に
雨
後
お
J
者
は
占
川
ψ
轡
愛
一
ヲ
ワ
Q
へ
｝
ご
謬
」

あ
り
、
山
一
筋
の
愛
着
に
自
分
を
賭
け

’
、
植
林
ム
目
成
る
こ
写
距
ヲ
へ
浅
・
士
心
国
画
」
’
」
凄
浜

し
た
、
苦
し
み
耐
え
な
か
ら
山
と
の
月

日
ソ
ゼ
つ
“
つ
D
ノ
畔
9
中
こ
、
　
昼
凸
、
し
み
か
楽
｝
し

み
♪
甲
一
汁
↓
謎
、
　
楽
’
し
み
か
趣
味
冷
｝
片
r
な
、

趣
味
は
多
多
味
と
伸
び
る
こ
と
を
体
験

し
ま
し
た
．

　
先
祖
の
残
し
た
山
に
自
分
の
力
て
取

組
ん
で
D
く
と
山
は
、
木
は
魂
を
引
｝
・
・

つ
げ
て
く
れ
、
山
の
霊
を
主
と
し
て
自

分
の
身
体
か
自
然
に
従
っ
て
行
く
こ
と

を
体
得
し
ま
し
た
　
霊
ネ
体
従
と
h
う

早
算
に
あ
る
三
［
葉
の
意
味
も
知
る
こ
と

か
て
き
ま
し
た
。

　
自
計
己
の
能
h
刀
、
丹
刀
力
、
体
力
’
」
キ
ノ
ハ

山
、
炭
焼
き
、
田
嘔
耕
作
と
夢
中
て
し

た
．
植
林
に
か
か
り
き
り
に
は
て
｝
．
・
な

い
　
　
［
牛
の
遅
々
た
る
も
よ
く
丁
里
を

行
く
一
を
モ
，
’
ト
ー
に
唄
張
う
、
暇
か

な
い
の
て
悪
い
遊
べ
）
も
す
る
こ
と
が
な

い
身
辺
て
し
た

　
年
々
歳
々
の
努
力
壱
欲
の
う
ち
て
自

分
の
力
で
山
を
求
め
計
画
造
林
か
し
た

い
欲
望
か
生
れ
、
親
父
と
話
し
合
い
ま

し
た
か
意
見
か
一
致
せ
ず
、
侍
金
の
も

と
に
な
る
k
う
な
こ
と
は
止
め
う
と
反

対
ふ
・
㌔
れ
ま
し
た
　
な
ん
と
し
て
も
私
の

乃
は
自
分
の
山
か
欲
し
く
、
1
町
歩
の

由
か
あ
る
の
に
訥
し
か
て
な
い
の
て
、

そ
れ
な
ら
ば
と
西
郷
村
花
水
流
に
頼
母

子
講
が
あ
う
こ
れ
か
唯
一
の
金
融
機
関

て
あ
っ
た
の
て
こ
れ
に
加
入
し
ま
し
た

　
掛
金
は
縄
な
い
機
を
買
い
夜
業
を
し

て
納
め
ま
し
た

　
そ
れ
て
ハ
百
円
を
丁
面
し
て
一
町
歩

の
山
を
自
分
の
も
の
と
し
ま
し
た
　
昭

和
『
五
任
－
、
紀
一
兀
二
丁
・
ハ
百
任
冷
｝
記
A
，
し

し
て
造
林
ー
ヶ
年
計
画
に
取
り
組
み
、

な
に
か
な
ん
て
も
親
父
の
目
玉
の
里
い

う
ち
に
造
林
を
終
ら
せ
る
こ
と
に
凱
、
中

㍗
し
、
　
色
中
笹
、
休
、
　
分
皿
仕
日
U
調
〉
や
し
の
奮
嗣
闘

｝
望
試
み
士
♪
し
♪
」
　
山
’
」
の
訊
η
ー
ヨ
，
」
ハ

チ
ョ
ガ
サ
の
中
で
食
へ
た
而
…
の
日
も
あ

り
ま
し
た
。

　
昭
和
十
八
年
か
ら
家
事
の
一
切
の
責

任
を
負
わ
さ
れ
親
父
か
ら
バ
ト
ン
か
渡

さ
れ
て
心
身
と
も
に
責
任
が
重
く
の
し

か
か
り
、
農
林
業
経
営
の
全
体
の
計
画

と
実
行
に
寧
日
な
き
腐
心
を
つ
づ
け
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
終
戦
後
に
お
け
る
造
林
意
欲
は
西
郷

村
に
お
い
て
も
高
い
も
の
に
な
り
ま
し

た
が
、
私
か
山
に
夢
中
で
取
組
ん
で
い

た
頃
は
山
気
違
い
、
山
芋
鹿
扱
い
に
き

れ
か
ね
な
い
程
の
も
の
て
し
た
．
私
に

先
見
の
明
が
あ
っ
た
の
て
は
な
く
青
年

時
代
の
ひ
た
す
ら
な
山
を
愛
す
る
意
欲

ヵ
そ
う
さ
せ
た
の
て
す

　
そ
の
頃
に
農
民
魂
の
権
化
と
三
口
わ
れ

た
東
の
加
藤
寛
治
先
生
、
西
の
松
田
喜

一
先
生
。
な
か
で
も
松
田
先
生
の
．
肖
葉

で
印
象
深
い
も
の
は
一
機
会
は
後
か
ら

つ
か
む
も
の
に
非
ず
、
前
に
つ
か
♪
、
J
も

の
で
あ
る
」
と
の
言
葉
で
す
．

　
私
の
や
っ
た
こ
と
か
偶
然
に
も
一
致

点
が
あ
っ
た
の
で
す
　
親
父
が
叔
父
を

山
に
案
内
し
て
一
こ
れ
か
信
行
の
山
セ

よ
」
と
説
明
し
て
い
る
の
を
己
て
、
年

中
紐
調
て
育
林
に
没
頭
し
た
苫
労
を
忘

れ
る
よ
う
な
深
い
喜
び
に
ひ
た
っ
た
日

の
こ
と
を
今
も
忘
れ
ま
せ
ん
．
．
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私
の
体
験
の
ひ
と
こ
ま

羽
坂
朗
生
会
　
寺
原
新
蔵

　
初
便
り
巣
立
ち
の
と
と
く
残
暑
か
な

　
字
州
、
）
を
終
え
て
社
会
に
出
た
若
者
か

う
ハ
キ
の
花
の
咲
く
残
暑
の
頃
に
初
便

う
を
受
取
っ
た
時
よ
ん
だ
一
句
で
す
。

　
私
に
も
青
年
の
希
望
に
満
ち
た
時
代

か
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
若
い
時
の
話

て
す
．
羽
坂
区
に
農
業
人
の
意
欲
を
燃

し
て
い
た
も
の
が
三
人
い
ま
し
た
が
、

一
人
は
こ
こ
に
お
ら
れ
る
佐
藤
仁
六
き

ん
そ
れ
に
糸
平
種
夫
さ
ん
と
私
で
し
た

　
当
時
富
高
か
ら
オ
ト
う
お
ば
さ
ん
と

い
う
方
が
野
菜
な
と
持
っ
て
き
て
さ
か

ん
に
行
商
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
農

業
を
営
む
山
陰
地
区
で
何
と
か
な
・
つ
な

い
も
の
か
と
考
え
き
せ
ら
れ
ま
し
た
．

　
よ
い
野
菓
類
を
栽
培
す
る
に
は
と
う

す
れ
ば
よ
い
か
、
日
照
り
、
長
而
に
も

耐
え
る
た
め
に
は
士
壊
作
り
か
先
決
て

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
川
砂
を
混
入
利

用
す
る
と
効
果
が
あ
る
と
判
断
し
ま
し

た
の
で
、
毎
朝
め
し
前
に
サ
ル
籠
三
荷

つ
つ
を
担
ぎ
運
ふ
こ
と
に
し
て
実
行
し

ま
し
た
が
、
驚
い
た
こ
と
に
罰
し
方
法

て
佐
藤
仁
六
さ
ん
か
や
っ
て
お
ら
れ
る

の
で
す
。
こ
れ
に
は
ヒ
ソ
ク
り
し
ま
し

た
。
野
菜
づ
く
り
と
と
も
に
西
瓜
の
早

期
栽
培
に
も
取
う
組
み
ま
し
た
が
、
こ

ち
ら
は
愛
媛
県
安
芸
村
で
技
術
開
発
を

し
た
小
ワ
ウ
栽
培
を
利
用
し
て
高
き
二

十
・
セ
ン
チ
、
横
三
十
・
セ
ン
チ
、
加
冠
四
づ

五
セ
ン
チ
の
底
な
し
箱
て
、
こ
れ
に
カ

ラ
ス
を
乗
せ
て
播
種
は
二
月
下
旬
か
ら

一．

鼬
獅
ﾍ
し
め
で
蔓
か
出
る
ま
で
小
ワ
ク

の
中
で
肥
培
し
た
と
こ
ろ
、
一
番
果
が

九
月
末
か
ら
六
月
は
し
め
に
見
事
て
㍉
、
・

ま
し
た
．
、

　
山
陰
地
区
に
販
路
を
開
く
た
め
努
力

し
ま
し
た
か
、
こ
の
頃
の
西
瓜
は
早
す

き
て
驚
き
は
し
て
も
売
れ
な
い
の
で
、

こ
れ
て
は
い
げ
な
い
と
今
唆
は
自
転
中

て
悪
路
を
は
る
ば
る
延
岡
市
場
へ
の
進

出
を
試
み
ま
し
た
，
こ
こ
て
も
早
物
に

対
す
る
成
熟
曖
や
味
を
疑
わ
れ
た
の
て

早
速
試
食
用
に
切
り
市
場
て
食
へ
て
も

・
つ
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
で
き
ば
え
か
評

糾
に
な
つ
価
格
も
大
変
よ
く
売
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
欣
喜
憲
憎
し
た
こ
と
か
忘

れ
ら
れ
な
い
思
い
出
て
す
。

　
ま
た
、
栗
の
栽
培
に
も
着
目
し
て
昭

和
十
四
年
ま
て
や
り
ま
し
た
か
、
テ
ラ

台
風
に
全
滅
の
打
撃
を
受
ナ
て
挫
折
し

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
赤
紙
召
集
て
兵
役
に
服
し

ま
し
た
か
、
終
戦
後
に
こ
の
栗
山
を
全

面
杉
植
林
に
切
替
え
ま
し
た
、
二
の
造

林
地
に
牛
の
放
牧
を
計
画
し
ま
し
た
か

三
原
獣
医
き
ん
か
ら
大
い
に
激
励
を
受

け
て
張
り
切
（
・
た
も
の
て
す

　
技
術
者
の
中
に
は
、
そ
ん
な
方
法
て

杉
の
盆
栽
作
・
り
に
な
る
危
険
な
こ
と
は

す
る
な
と
の
見
方
も
あ
っ
ま
し
た
か
、

思
い
切
っ
て
や
う
ま
し
た
　
県
下
林
間

放
牧
の
草
分
け
て
し
た
か
、
牛
も
順
凋

て
造
林
地
も
両
得
の
成
長
て
し
た
し
、

牛
の
牛
態
も
研
究
て
き
ま
し
た
．

　
放
牧
か
ら
造
林
育
成
て
一
昨
年
の
コ

ン
ク
ー
ル
て
町
長
表
彰
を
、
つ
い
て
県

表
彰
も
頂
㍉
、
－
ま
し
た

　
家
族
と
協
力
し
て
健
康
て
働
く
こ
と

は
幸
せ
で
す
。
良
い
指
導
助
言
や
励
‡
ト

し
も
あ
り
が
た
い
こ
と
て
す

　
終
う
に
古
い
道
に
記
す
る
と
い
つ
人

法康健の私
助伊都甲喜楽会小野田

　
私
は
都
甲

伊
助
、
八
－
r

一
戚
て
す

　
昭
和
「
寸

狂
以
来
、
毎

朝
体
操
は
欠

か
し
ま
身
ん

三
瀬
の
田
村

ふ
．
、
ん
同
様
て

す
か
、
私
は

、
き
ま
）
の
な

、
　
ヒ
不
ク
リ

体
操
て
自
由

目
在
二
身
体

中
を
ヒ
不
ブ

リ
、
ポ
リ
不

p
、
⊥
千
f

キ
、
日
の
す
る

ほ
と
や
b
ま

す
　
そ
の
お

か
ナ
て
元
気

て
す
。

　
喜
寿
の
祝
い
に
子
供
た
ち
か
ア
ン
7

器
を
贈
っ
て
く
れ
ま
し
た
か
、
こ
㌍
？
り

こ
は
あ
ま
り
世
誘
に
な
り
ま
せ
ん
腎

力
を
出
し
す
ぎ
二
回
も
骨
折
を
し
て
入

院
し
た
こ
と
も
あ
う
ま
す
．

　
達
者
ま
か
せ
て
無
理
を
す
る
と
こ
ん

な
こ
と
に
な
り
ま
す
　
働
く
こ
と
、
働

く
こ
と
は
良
h
こ
と
て
す
か
、
づ
分
注

臼」

ｵ
て
自
分
の
・
可
備
範
囲
て
考
え
な
か

か
通
る
か
わ
か
ら
な
い
、
唱
い
こ
と
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
一
古
道
に
倉
甲
、
〕

る
な
一
の
二
口
葉
を
胸
に
刻
ん
で
い
る
こ

と
を
つ
け
加
え
て
終
う
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

・
つ
や
る
こ
と
か
大
切
て
す

　
つ
｝
．
－
に
、
ヶ
ヨ
ヶ
ヨ
し
な
h
こ
と
か

健
康
保
持
の
一
っ
て
す
　
余
副
な
こ
と

を
考
え
つ
き
思
い
出
し
て
頭
痛
の
種
を

作
る
こ
と
は
い
け
ま
せ
ん
．
ラ
ヨ
ラ
ヨ

は
呂
世
塵
階
て
す
　
物
事
に
こ
セ
わ
ら

ず
に
暮
す
の
か
よ
い
こ
と
て
す

　
そ
れ
か
ら
家
内
、
女
全
、
家
庭
円
満
か

こ
れ
ま
た
健
康
と
幸
せ
の
た
め
て
す

　
私
た
ち
高
令
者
の
役
割
、
の
一
つ
で

も
あ
り
ま
す
　
家
庭
円
満
に
も
一
役
受

持
つ
こ
と
て
す

　
も
う
・
、
㌧
と
つ
丈
事
な
二
と
に
頭
を
つ

か
う
こ
と
か
あ
り
ま
す
　
よ
、
カ
ノ
と
し

て
い
て
は
い
ナ
ま
せ
ん
　
昌
と
［
ノ
た
杵

つ
か
を
生
か
し
、
役
も
も
r
ノ
て
、
趣
味

も
子
」
つ
て
、
人
の
世
話
も
す
る
、
そ
ん

な
心
構
え
も
必
要
て
す
．
．

　
私
の
と
こ
ろ
は
親
父
か
ら
以
前
名
死

こ
し
て
い
ま
す
が
、
私
は
八
十
一
歳
て

「
兀
！
爪
’
・
詣
ヲ
　
胴
糖
…
神
》
」
身
保
閉
の
健
臨
駅
冷
・
｛
目

覚
し
な
か
ら
日
吉
て
無
理
を
し
な
い
日

富
を
送
2
1
ば
、
私
た
ち
は
私
た
ち
な
、

の
能
力
を
活
用
て
き
る
と
思
h
ま
す

亀
0

塾　●，一
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義義とうこう

腿
税

＝

岡，

青
色
申
告
と
帳
簿

冷、

隔，…

S
三
　

　
　
ド
　
　
・
；

　
毎
日
の
取
γ
を
帳
簿
こ
伺
げ
、
そ
の

三
寸
二
基
つ
、
♂
、
所
得
を
訓
算
し
て
申

告
ン
・
、
れ
。
弓
こ
つ
h
て
｝
．
、
巧
得
や
税

禎
の
・
－
勢
・
．
こ
て
h
る
い
う
と
・
旬
H
な

取
扱
h
を
す
9
こ
と
二
な
一
．
て
h
ま
す

　
二
上
か
F
目
色
串
儒
制
曖
げ
、
す
．

　
二
色
申
告
の
た
、
”
の
帳
簿
↓
ナ
、
ま
と

ノ
ニ
の
尺
か
m
現
腎
中
国
納
帳
’
を
中
、
む
》
｝
u
し

㌔
　
簡
易
督
（
簿
　
て
済
み
ま
す

　
簡
易
帳
簿
ま
、
現
全
出
納
帳
、
経
費

帳
、
売
摂
帳
、
買
掛
帳
、
固
走
資
産
台

’

　
レ淵

」
｝
九
　

帳
の
五
冊
て
す
か
　
普
通
、
商
売
を
し

て
h
る
人
は
、
売
掛
帳
や
買
桝
帳
ま
け

、
丁
♂
」
h
ケ
ぶ
4
｝
し
、
　
一
理
定
次
貝
産
一
1
1
帳
5
拝

末
に
ま
と
み
て
伺
げ
れ
は
よ
く
、
現
令

出
納
帳
と
経
費
帳
か
加
わ
る
．
手
て

す
．　

自
色
申
告
を
隔
る
と
、
単
こ
税
金
の

面
て
有
利
と
な
る
セ
ナ
て
な
・
＼
帳
簿

を
付
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
営
の
内

容
や
資
全
の
状
況
な
こ
か
・
鼠
く
分
ひ

う
、
経
営
の
合
理
化
に
も
役
埴
つ
こ
と

か
最
近
よ
く
琿
解
ン
略
」
れ
て
～
↓
、
ま
し
た

　
あ
な
た
も
青
色
申
告
を
始
力
て
み
ま

誹・一

�
ｩ

主
婦
の
パ
ー
ト
と
税
金

　
最
近
は
、
ハ
ー
ト
タ
・
ム
て
働
く
奥

4
・
、
ん
か
多
く
な
っ
て
h
ま
す
か
、
奥
ふ
・
、

♪
ん
の
ハ
ー
ト
収
入
郭
」
、
そ
の
へ
鼻
韻
ド
｝
し
玉

r．

ﾄ
ま
税
金
か
か
か
っ
た
、
、
こ
主
人

の
税
金
｝
一
も
影
響
し
た
》
す
る
の
を
こ

序
し
て
し
5
つ
か

　
∵
ト
収
入
か
任
採
毛
＋
力
円
ま
て

て
し
た
ら
、
こ
主
人
の
税
金
を
討
算
す

る
と
き
に
　
配
偶
者
控
除
一
か
受
す
ら

般
ま
す
　
し
か
し
、
ヒ
牙
7
5
円
を
超
え

ま
す
と
霜
除
か
受
ナ
ら
れ
な
い
こ
と
と

へ
｝
一
ま
ず
し
、
更
こ
、
年
三
七
十
九
万

円
を
超
え
ま
す
と
、
奥
さ
ん
に
も
税
金

か
か
か
（
、
て
｝
、
－
ま
す

　
冷
し
い
こ
と
キ
．
、
最
寄
、
の
税
務
署

え
1
4
税
務
相
浴
室
・
一
わ
尋
ね
く
ハ
～
．
、

（
熱
傷
課
・
延
岡
税
務
署
）

．
．
．
任
十
［
月
分
か
ら
町
民
税
所
得
割
の
額

か
な
い
一
十
砿
和
が
臼
に
キ
ナ
六
エ
ー
円
）
　
’
、
詣
3
、

　
今
後
の
、
認
定
請
求
や
現
況
届
の
提

出
の
際
に
ま
、
市
町
村
民
税
所
得
割
の

頷
の
有
冊
、
こ
つ
い
て
申
告
し
、
又
ま
巾

町
村
長
の
証
明
書
を
提
出
す
る
二
と
こ

な
》
ま
す
、

　
児
車
懸
当
の
支
払
い
は
、
毎
托
、
一
．

弓
、
パ
月
、
卜
月
の
三
回
て
す
．

　｛
迫
野
内
尋
常
小
学
校

ヤザ
明
器
一
二
年
四
目
、
一
口
長
小
野
會
四

母
郎
氏
区
民
を
諭
し
て
地
内
濃
・
屡

ザ　

�
ｾ
う
て
・
女
冠
羽
冶
氏
を
旨
い

　
編
勲
蘇
バ
講
駅

チ
㌣
》
干
し
・
∵
、
後
教
師
の
吏
迭

ヤ
　
頻
整
て
休
校
相
つ
ぎ
不
鉱
の
状
態

デ
　
か
長
か
r
．
セ

児童手当制度

今年度改善

し
の
ま

　
　
　
ら

あ

　
尾
申
正
当
↓
・
、
日
本
M
内
二
住
所
か

あ
る
日
本
国
［
氏
か
久
の
要
件
に
あ
て
ふ
．

，’

�
E
て
、
る
と
｝
・
三
支
給
ふ
、
㌔
れ
ま
す
・
っ

一、

蛯
ﾖ
歳
末
繭
の
児
重
を
三
人
以
上

　
交
ム
『
し
’
、
’
⊃
）
、
そ
∂
う
ち
の
一
入

　
以
一
か
、
義
務
教
ム
目
塗
ツ
」
前
の
児
重

　
（
中
学
校
を
卒
業
す
る
ま
て
の
児
童
）

　
て
あ
る
こ
と

二
、
そ
の
人
の
前
年
二
月
か
ら
τ
－
弓

　
ま
て
の
月
分
の
児
童
手
当
に
つ
い
て

　
は
前
々
年
）
の
収
入
か
、
一
定
の
額

　
（
例
え
ば
、
給
与
所
得
者
に
つ
n
て

　
・
事
、
ハ
尺
出
過
の
場
ム
ロ
四
　
九
ヒ
b
円
）

　
二
庵
　
　
よ
、
二
》
一

　
｝
1
　
、
“
♪
ゴ
の
　
，

支
給
額

　
児
＋
里
丁
．
当
の
一
一
キ
P
、
　
一
．
．
人
以
ト
一
の
児

董
の
う
ち
、
出
牛
順
に
数
え
1
、
三
人
目

以
降
て
あ
る
義
務
一
三
終
了
前
の
雨
車

一
入
こ
つ
㍉
、
・
、
目
額
五
千
円
（
昭
稲
五

て
つ
づ
き

　
児
蒐
∫
・
当
の
ほ
か
、
各
種
の
一
」
当
－
か

あ
う
ま
す
か
ろ
、
相
談
、
請
未
の
手
紙

き
に
は
、
住
民
課
福
祉
係
ま
て
お
い
’
、

く
セ
ご
h

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
住
民
課
）

ヤ
明
后
一
五
昼
四
目
、
小
野

デ
　
田
小
学
迫
恥
内
分
校
と

や
な
二
型
二
二
二
月

デ　
　
東
迫
野
内
也
田
こ
あ
る

母　
　
亭
室
を
借
う
て
校
令
，
を

チ
好
・
・
三
移
し
た

ヂ
明
鳴
兎
斤
托
四
弓
、
迫
蜀

岬
内
尋
常
小
学
校
と
改
称

デ
　
し
、
明
治
三
十
四
任
国

母
舎
を
新
築
し
た
、
（
現
召

デ
　
の
迫
野
内
公
民
飴
地
）

こ
保
’
行
’
、
・
れ
て
い
る
二
と
4
汰
〃
ら
し

　
こ
と
七
と
思
、
ま
し
た
　
こ
の
“
、
・

校
キ
．
創
立
以
来
茅
b
校
舎
て
榔
以
て

」
教
国
側
か
障
子
肩
、
外
側
は
而
R

か
二
、
ら
れ
て
あ
一
、
教
デ
も
一
教

卓
、
そ
れ
に
職
貝
冤
か
あ
r
．
た
セ
ナ

て
、
如
何
げ
一
も
寺
小
堅
式
小
や
校
て

あ
’
．
た
様
て
す
　
児
童
数
も
筆
名

佃
か
多
い
時
伏
て
、
一
．
人
の
先
牛
か

一一

@一

�
ﾅ
、
　
囲
H
五
パ
年
の
複
陥
複
式
穫

↑
・
倉
ニ
ノ
た
の
て
す
　
こ
ん
な
小
ギ
．
㌔
な

　
　
　
小
学
校
ハ
～
．
た
か
、
加
藤

麺
山

　　

@
孟

　
　
　
　
）

　明

ﾋ
再
饗
完
て

ヂ
大
正
四
書
i
月
、
身
計
冠
根
、
甲
・
瓦
屡

ヤ
　
根
に
　
替
え
七

デ
大
1
ー
ベ
免
、
山
陰
、
羽
坂
、
迫
野
内

ら

㍉
　
香
小
学
校
へ
口
併
し
、
廃
校
と
な
る

チ
　
迫
野
内
区
の
中
心
地
と
思
わ
れ
る

ヤ
盟
・
と
て
ユ
ユ
派
な
罠
飴
か
あ

デ　
一
ま
ず
．
旺
も
広
く
て
回
章
遊
具
か

ヤ　
し
く
整
’
・
て
お
る
　
・
＝
　
か
昌
の
迫

デ
母
野
内
小
義
の
墜
、
距
尋
比
日
の
、
～
校

チ
の
跡
地
か
、
ム
マ
。
区
民
文
化
の
、
尾
の

心
・
ぢ
所
と
し
’
、
、
こ
裂
玉
歩
有
巻
義

「

し
〆
、
h
る
の
ま
と
、

こ
飼
ナ
ま

▼
二
て
す
と
答
え
て
・
も
ら
’
．
た

る
程
敷
地
の
中
央
の
奥
地
に
者
の
ゐ

の
こ
か
あ
b
現
在
公
民
館
用
水
と
な

r．

I
、
い
ま
す
昌
ま
と
’
、
も
｝
、
－
れ
い

な
冷
た
い
火
か
湧
h
1
、
い
た
そ
う
’
、

す
　
え
は
一
、
）
の
木
｝
．
区
民
相
謀
㍉
、

昌
の
学
枝
記
ム
，
D
樹
と
し
て
現
公
民
館

裏
丁
に
人
切
二
保
育
ガ
．
b
れ
て
、
ま

す
っ　

　
　
　
　
　
　
（
都
甲
鶴
男
）

気
次
郎
校
艮
キ
・
、
ん
か
全
、
屯

全
霊
を
二
め
て
学
校
経
営

一
一
申
i
り
、
　
優
自
議
校
》
γ
し
！
」

之
部
省
女
》
表
彰
を
受
｝
』

て
、
る
の
て
す
　
東
那
小

“．

v
三
局
等
科
牛
の
中
に
迫

野
内
か
ら
の
通
診
生
二
優

秀
な
者
か
相
当
い
た
の
も

う
へ
な
る
か
な
と
思
、
ま

し
た

　
昌
の
学
校
の
画
影
を
残

　
　
　
里
木
武
平
》
・
㌔
ん

　
え
ま
ひ
の
㌧
、
と
、
み
の

　
　
　
　
　
　
　
　
咲
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一
5モラルの問題

レ

　10月21日、町内の建設業者て三

七する三会の会貝か、町内国県直

の美化i奉仕作業をしました

　これけ、工事の際に周辺の住底

に迷惑をかレナたう、協力してもら

う♪こめ、その困返しの意味も含み

昨年から実施しで・るものてす

　当日は各会社から3名つつ出役

し、道路わきに捨て～れたあ｝か

んなとを取集しましたか、2tタ

ノフ3台分も集まったそうてす。

　1ごライバー」／ラ皆さノし、　窓力・ら）ノ

投捨てよやみまし＿う

民謡西日本一
い願お

　第1回しl本民謡人賞全1＋1人会て

質宕満雄きん（追野内　か章優筋

し、西日本優勝賞を受ナまし七。

　二・）入会’ま、10月7rj夜、東区

の日本武道蝕て行われ、μ高コん

；宮崎県代表として一日向木挽き

唄．を歌、ましたか、目しくも萩

田県代表こ岐れ夢優勝となって噛

日本一ことこまりましたのて、民

謡日本一をみぎし、来年こ人ギ、

期門かヒせ㍉れて、ます

へ縄卿璽1

＜

4
　係てぽトどノフス欄に掲載する

駒内の話題を5かして、ます。

　身近かな珍し’・こと、不思議㌧

ことなこ　’％真を要します　，活星二

かあ）下したらお知らぜく七ぎ’

　室絡先は、つきのとお㍉て丁

　役場企画開発課企画係
　1エ、，工　　2001番　　1勾干史44ノ；

．
青
協
だ
－
よ
む
，
、
、

今
月
の
う
こ
き
　
、
1
1
月
行
事

馴
伝
人
三
　
1
1
月
5
日

　
　
コ
・
ス
中
水
流
～
児
乱
～
多

　
　
武
の
本
～
久
居
原
～
卸
児
～

　
　
　
女
↑
巳
～
甲
ヌ
、
ノ
、
ハ
民
館

ほ
う
こ
く

9
弓
1
6
日
～
1
7
日
4
2
両
日
、
哩
耗
合

幾
蘇

飲
酒
運
転
は
免
許
販
消

　
、
廻
路
」
父
通
法
か
改
・
巳
・
、
れ
イ
一
月
一

円
か
ら
μ
池
行
’
・
・
れ
ま
す
か
、
⊥
な
改
d

㌦
い
〉
憶
止
「
又
四
聖
奴
キ
，
戸
へ
の
シ
一
」
∂
　
一
’
、
詣
．

　
　
飲
酒
連
転
　
1
5
㌧
、
（
免
詐
取
消
）

　
　
暴
走
行
為
　
9
㍉

　
一
匹
、
屯
検
由
運
転
　
6
，

　
一
蓋
、
呆
寅
h
里
仏
　
6
㌧

　
　
ぞ
［
　
f
一
」
「
一
一

　
　
　
　
　
」
彗

　
　
保
管
場
肝
法
違
k
逆
路
使
用
2
㌦

　
，
」
路
の
不
法
使
用
｝
っ
罰
内
て
・
・
見
ワ

｝
・
つ
れ
気
す
　
店
先
な
こ
こ
置
か
’
、
、

一
k
う
　
柔
♪
一
飢
酒
垂
転
，
．
絶
対
し
へ
．
、

ζ
つ
こ
　
噴
法
趣
転
を
し
ま
し
ト
う

ふ
え
る
空
巣
盗
難

　
冗
月
、
全
目
随
犯
二
曹
か
行
て
れ
薪

…
剛
、
ア
レ
ー
、
…
岡
報
、
、
駐
白
字
♪
　
し
入
一

な
こ
て
呼
ひ
か
ン
♪
一
と
こ
り
て
す
か
、

事
務
所
、
蘭
店
、
、
般
家
令
、
自
動
一
7

［
転
由
の
防
犯
β
佳
を
し
㌔
と
こ
つ
、

持
▼
二
喰
銀
7
4
」
の
一
締
一
ろ
「
一
∴
の
ど

、
F
や
自
動
μ
、
［
転
由
の
鍵
か
し
て

蓬
動
公
嘱
て
県
甫
住
，
大
会
か
’
f
ゴ
で
ま

し
セ
　
本
町
か
ら
’
．
、
東
臼
杵
生
を
氏

去
し
’
、
る
一
、
柔
、
尼
、
相
撲
、
ノ
、

一
　
レ
（
男
・
な
）
か
出
場
し
、
医
f

て
．
．
、
山
味
向
⊥
．
、
畠
（
卜
渡
用
）
か

一
白
て
2
8
秒
3
の
入
会
新
記
録
て
優

腸
し
て
今
弓
9
日
～
1
2
日
二
行
わ
れ
る

争
騒
人
∠
づ
｝
昌
崎
旧
、
を
氏
表
し
て
出
場

す
？
一
と
に
な
b
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
へ
町
寸
目
脇
広
轍
夘
し

を一出丁姦盗状・
ヒつ・る聞ぼれ記し量な
れ〕時をかる捧の・
な休1菖あ状かもも
・「「ひし）懸想のの
隻動感ひまこ・を♪．
う・F目なすしに多二
二’ �黶@て裂く被
し自｝〕・一ノ5つ見、ヒ
｛解し一か（てかこ
しiIつ秒≒級・｝か
一サへ　7レ1士劣’・ト　　ノノ　　　リ　にイ　ト　　　　ト　ノノっこ）一か者すし1
も鍵家ずこかた易
鍵しをるも　、　　・

狩
猟
事
故
を
防
ご
う

　
ヘ
ー
任
・
」
’
㌔
稲
川
の
展
畝
即
・
↑
’
あ
一
す
ト
｝
し
七

か
、
こ
の
衆
し
、
ザ
．
す
の
’
猟
期
中
．
に
不

注
u
や
銃
の
取
扱
、
の
．
甑
一
か
ら
取
返

し
の
つ
か
な
い
事
故
を
起
し
か
ち
て
す

　
へ
〆
々
　
↓
．
訊
の
こ
と
を
・
」
’
て
、

一
十
故
防
ヨ
ニ
協
カ
ー
し
〆
」
ノ
、
♪
一
’
ぐ
h

　
発
射
す
る
前
に
矢
先
を
確
言
る

　
獲
物
か
こ
う
か
確
め
る

　
－
全
を
引
く
一
こ
、
5
4
物
の
周
囲
を

　
唾
み
る
．

　
撃
ち
吹
、
二
・
つ
女
全
日
ノ
を
す
ω

　
銃
目
を
人
に
同
ナ
な
、

　
銃
と
実
員
は
煙
り
、
に
保
管
す
る

　
猟
期
終
～
後
、
浅
軍
斗
．
支
洗
て
．
｝

　
保
義
す
る
　
（
山
陰
放
祭
勧
職
召
爵
）
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お
し
ら
せ

ふ
’
慧
づW「剛’ ｡駆馳
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　　　　　　嗣

県
民
手
帳
の
あ
っ
せ
ん

　
昭
和
五
十
四
年
版
の
県
民
手
帳
を
あ

っ
せ
ん
し
て
い
ま
す
。

　
価
格
は
一
冊
二
百
五
十
円
で
、
表
紙

は
オ
リ
ー
ブ
色
と
赤
色
で
す
が
、
赤
色

に
つ
い
て
は
限
定
印
刷
で
す
か
ら
早
目

に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
各
組
合
長
、
職
場
の
代
表
者
な
ど
を

通
し
て
、
役
場
企
画
開
発
課
で
受
付
け

て
い
ま
す
。

54

N
成
人
式

　
町
で
は
来
年
一
月
五
日
に
中
央
公
民

館
で
成
人
式
を
行
い
ま
す
。

　
該
当
者
は
、
昭
和
三
十
三
年
四
月
二

日
目
ら
昭
和
三
十
四
年
四
月
一
日
ま
で

の
間
に
生
れ
た
人
で
す
．

　
な
お
、
新
成
人
者
の
抱
負
に
つ
い
て

原
稿
を
募
集
し
ま
す
、
、
四
百
字
づ
め
原

稿
用
紙
二
枚
程
度
に
ま
と
め
て
、
十
二

月
十
日
ま
で
に
町
教
育
委
員
会
に
届
く

よ
う
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

青
年
海
外
脇
力
隊
員
の
募
集

　
青
年
海
外
協
力
隊
で
は
、
開
発
途
上

国
の
国
づ
く
り
に
参
加
す
る
協
力
隊
員

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
．
．

▽
派
遣
地
域

　
　
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中
近
東
、

　
中
南
米
、
南
太
平
洋

▽
派
遣
分
野
　
　
　
’

　
　
農
林
水
産
、
製
造
、
保
守
操
作
、

　
土
木
建
築
、
保
健
福
祉
、
教
育
訓
練
、

　
事
務
、
文
化

▽
資
格

　
　
満
2
0
歳
か
ら
3
5
歳
ま
で
の
青
年
男

　
女
で
、
中
堅
程
度
の
技
術
、
技
能
が

　
あ
り
、
分
日
で
赴
任
で
き
る
こ
と

▽
派
遣
期
間
　
2
年
間

▽
募
集
説
明
会

　
　
日
時
　
1
1
月
1
0
日
　
1
8
時
～
2
1
時

　
　
場
所
　
市
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
延
岡
市
本
小
路
5
9

▽
問
合
せ
先

　
　
宮
崎
県
総
務
部
総
務
課
外
務
係

　
　
　
宮
崎
市
橘
通
り
東
2
：
1
0
：
1

　
　
　
電
話
　
宮
崎
一
盟
一
一
一
一
一
番

海
員
学
校
生
徒
募
集

　
国
立
門
司
海
員
学
校
で
は
、
昭
和
五

十
四
年
度
の
生
徒
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

▽
募
集
人
員

　
高
等
科
（
修
業
年
限
二
年
）
約
7
0
名

　
司
ち
ゆ
う
科
（
同
一
年
）
約
6
0
名

▽
受
験
資
格

　
年
令
　
昭
和
5
4
年
4
月
1
日
現
在
で

　
　
　
1
5
歳
以
上
1
9
歳
末
満
の
者

▽
学
歴
　
中
学
校
卒
業
以
上
（
来
春
辛

　
　
　
業
予
定
者
も
含
む
）
の
者

▽
入
試
日
時

　
昭
和
5
4
年
2
月
1
8
日
（
日
）
8
時
3
0
分

　
午
前
　
筆
記
（
国
語
、
英
語
、
数
学
）

　
午
後
　
身
体
検
査
わ
よ
ぴ
面
接

▽
願
書
受
付
期
間

　
昭
和
5
4
年
1
月
8
日
～
2
月
1
0
日

▽
そ
の
他

　
詳
細
は
学
校
教
育
課
に
照
会
の
乙
と

　
北
九
州
市
門
司
区
白
野
江

　
電
話
　
へ
帥
4
九
三
ニ
ニ
四
一
－
八
一
ご
二

生
活
資
金
の
貸
付

　
県
で
は
、
本
年
度
か
ら
県
民
に
低
利

の
生
活
資
金
を
融
資
す
る
た
め
、
　
［
消

費
者
信
用
生
活
協
同
組
合
育
成
資
金
貸

付
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
県
と
労
働
金
庫
が
共
同

し
て
県
内
の
生
活
協
同
組
合
に
資
金
を

融
資
し
、
生
活
協
同
組
合
が
貸
し
出
し

す
る
も
の
で
す
。

▽
貸
付
金
を
う
け
ら
れ
る
人

　
　
2
0
歳
以
上
で
、
利
用
し
よ
う
と
す

　
る
生
活
協
同
組
合
の
組
合
員
．
生
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
窓
口
で
所
定
の
手
続
き
を
す
れ
ば
組

　
合
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
貸
付
金
の
使
用
目
的

　
　
家
族
の
教
育
資
金
、
医
療
費
、
生

　
計
費
な
ど
の
生
活
資
金
に
限
る
，

▽
貸
付
限
度
額

　
　
一
人
当
り
1
0
万
円
ま
で

▽
貸
付
利
率

　
　
1
0
万
円
は
年
利
1
8
％
、
1
0
万
円
未

満
は
2
0
％
以
内

7
保
証
人

　
　
連
帯
保
証
人
1
名

7
返
済
方
法

　
　
返
済
期
間
は
1
0
ヶ
月
で
、
元
利
均

等
償
還

▽
申
込
み
先

　
　
延
岡
消
費
者
信
用
生
活
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
向
営
業
所

　
　
　
日
向
市
都
町
1
1
番
地

　
　
　
電
話
　
②
三
八
三
三
番

善
意
の
と
も
し
び

　
忌
明
寄
付
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
が

ら
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
．
、

▼
寺
追
の
赤
松
竹
春
さ
ん
か
ら

　
　
（
猛
さ
ん
・
5
9
歳
ご
死
去
）

▼
迫
野
内
の
山
本
ユ
キ
き
ん
か
ら

　
　
（
勘
助
き
ん
・
7
9
歳
ご
死
去
）

▽
鶴
野
内
の
福
谷
ヤ
ツ
子
山
・
・
ん
か
ら

　
　
（
重
美
き
ん
・
4
9
歳
ご
死
去
）

▽
仲
深
の
三
浦
飢
き
ん
か
ら

　
　
（
庄
一
き
ん
・
5
3
歳
ご
死
去
）

今
月
の
心
配
ご
と
相
談
日

　
　
　
1
1
月
2
1
日
目
火
曜
日
）

　
　
　
　
東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会

今
月
の
税
金

国
民
健
康
保
険
税
　
　
4
　
期

納
期
限
　
1
1
月
3
0
日

青
函責
ξi鱗9

月
届
出
分

出
生
お
め
で
と
う

　
赤
ち
ゃ
ん
の
名

直黒山三黒篁
野木本浦木瀬

健
　
志

孝
　
子

寿
三
二

恵
　
子

麻
衣
子

景
　
子

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

山植松佐
本野原藤氏

一一一
ﾜちのうごき一一イゴ

名チ
ョ
カ

ケ
サ
エ

々
’
　
メ

勘
　
助

父
の
名
一
住
所

　
太
　
．
小
野
田

健喜． `寿邦
一．長．一．光．糞

福寺寺田寺
瀬迫迫野追

走
年
齢
一
住
所
一

79　　80　56　　75

羽
　
坂

コ
　
　
一
宝

．
マ
イ
　
　
〃

寺
　
迫

　
　
　
一

迫
野
内
一

人　口6，739人　（一14）

　男　3，304人　（÷8）

　女　3，435人　（一6）

世帯数1，754戸（　0）

　　53年10月1日現在

　　（　　）は対前月比
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　　　　　　　呪　
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